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「令和 6年度小笠原諸島希少鳥類保護管理対策調査」速報 

 
2024 年 7 月 29 日 

関東森林管理局小笠原諸島森林生態系保全センター 
一般社団法人 Islands care 

 

１. カメラセンサス調査 

（１）調査方法 
調査期間：2016 年 6 月～2024 年 6月 
調査場所： 
・向島、姉島、妹島、姪島の沢に自動撮影カメラ（以下 カメラ）を各４台設置。 
・平島は人工水場を 4基設置し、各水場にカメラを設置。 
・全島に大型人工水場を２基設置し、各水場にカメラを設置。 
・大型人工水場のうち１基（向島２基）は、Simカメラ（データ転送型カメラ）を設置。 
分析方法： 
・オガサワラカワラヒワのカメラ日当たりの撮影頻度を算出。 
（毎月のカメラ稼働日数、撮影枚数から撮影枚数/100 カメラ日換算） 
・10分間以内に撮影された個体は、同一個体とみなして集計した（以下 10 分補正）。 
・平島はカメラの設置場所が人工水場であること、また 2021 年 5月からのデータとなる
ため、母島属島全体の評価では、平島を除いた向島、姉島、妹島、姪島（以下 ４島）で
分析を行った。 

 
表１-1 カメラの設置台数・期間推移 
島 設置時期 台数 備考 

姉島 

平成 28(2016)年 6 月～ 
令和 2(2020)年 5 月～ 
令和 3(2021)年 5 月～ 
令和 4(2022)年 5 月～ 
令和 5(2023)年 4 月～ 
令和 6(2024)年 4 月～ 

4 台 
6 台 
6 台+Islands care6 台※1 
9 台 
10 台(大型人工水場１台) 
4 台+大型人工水場 2台※2 

沢筋 

妹島 

平成 28(2016)年 6 月～ 
令和 2(2020)年 5 月～ 
令和 3(2021)年 5 月～ 
令和 4(2022)年 5 月～ 
令和 5(2023)年 4 月～ 

4 台 
6 台 
6 台+Islands care6 台※1 
9 台 
10 台(大型人工水場１台) 

沢筋 
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令和 6(2024)年 4 月～ 4 台+大型人工水場 2台※2 

姪島 

平成 28(2016)年 6 月～ 
令和 2(2020)年 5 月～ 
令和 3(2021)年 5 月～ 
令和 4(2022)年 5 月～ 
令和 5(2023)年 4 月～ 
令和 6(2024)年 4 月～ 

4 台 
6 台 
6 台+Islands care6 台※1 
9 台 
10 台(大型人工水場１台) 
4 台+大型人工水場 2台※2 

沢筋 

向島 

平成 29(2017)年 5 月～ 
令和 2(2020)年 5 月～ 
令和 3(2021)年 5 月～ 
令和 4(2022)年 5 月～ 
令和 5(2023)年 4 月～ 
令和 6(2024)年 4 月～ 

4 台 
6 台 
6 台+Islands care6 台※1 
9 台 
10 台(大型人工水場１台) 
4 台+大型人工水場 2台※2 

沢筋 

平島 

令和 3(2021)年 5 月～ 
令和 4(2022)年 1 月～ 
令和 4(2022)年 5 月～ 
令和 5(2023)年 4 月～ 

8 台（Islands care） 
6 台（Islands care） 
4 台（Islands care） 
4 台+大型人工水場 2台※2 

人工水場 

※１ Islands care 自主調査 ※２ Islands care 林野庁 共同調査 
 
（２）撮影頻度の推移 
 2024年の春の繁殖期（4～7月）は、2023年と比較して撮影頻度が低い状況が確認され
た。特に、向島、妹島では、2023年と比較して明らかな減少が確認された。平島では、
2022年以降撮影頻度が増加傾向にあり、他の島とは増減傾向が異なっている(図1-2、図1-
3)。 
2019年10月の大型台風21号の直撃以降は、個体数に大きな影響を与えるような気象害が
発生していなかったため、４島では2020年以降撮影頻度に増加傾向が見られていた。しか
し、2024年の冬から続く干ばつの影響か、2024年は撮影頻度が大きく減少に転じている。
また、2016年の秋から2017年の春にかけての干ばつで、減少した撮影頻度が徐々に増加傾
向となるまで、5～６年程度の時間がかかっていることも推測された（図1-3）。 
なお、2024年冬からの干ばつで、カメラを設置した沢の水が干上がっていることが撮影
頻度に影響している可能性も考えられるが、大型人工水場の撮影頻度においても４島では
減少傾向、平島では増加傾向が確認されている（現在分析中）。また、Simカメラにて人
工水場の水量を確認し、7月11日平島、7月23日姉島、7月24日向島に注水を実施している
ため、水場の確保と合わせてモニタリング体制が維持されている。 
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図1-2 島毎の撮影頻度の推移 

 
図1-3 ４島の月平均撮影頻度の推移  

2. センサス調査 

（１）調査方法  
調査期間：2024 年 5月 21 日、5月 22日、6月 28日～7月 2日 
調査場所：  
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・1995、1996 年の中村による母島属島の踏査ルート（Nakamura 1997）を参考に、向島、
姉島、妹島、姪島、平島を広域に調査するためのルートを設定し調査を行った（図 2-1）。 
分析方法： 
・ルート上で、オガサワラカワラヒワを確認した場合は位置を記録し、観察個体数から 1km
あたりの個体群密度を算出した。 
・観察個体数は、観察場所や時間等から同個体と判断したものを除いた個体数とした。 

  

図 2-１ 左：1995、1996 年の調査ルート（出典：Nakamura1997）右：本調査のルート  
 
（２）個体群密度の推移 
2024年の４島の結果は、春の繁殖期の4～5月、6～7月の個体群密度が、2021年以降で
最も低いことが確認された（図2-2、図2-3）。 
2024年の島毎の結果では、2023年と比較して、2024年の4～5月は姪島のみ増加が見ら
れたが、他の全ての島で減少した（図2-2）。また、2024年の6～7月については、平島の
み増加し、他の島は全ての島で減少した。特に向島、妹島の減少が著しく（図2-3）、カ
メラセンサス調査、捕獲調査においても同様の傾向が確認された。 
上記より、2024年の春繁殖は、2023年と比較すると不良であったことが示された。ただ
し、6～7月の調査では、全ての島において幼鳥が確認されていること、捕獲調査において
も捕獲個体の幼鳥の割合が高いことなどから（図3-2）、向島、妹島を除く島では、一定
数の繁殖があったと考えられる。 
平島については、6̃7月の個体群密度が2022年以降増加傾向にあり、2024年もカメラセ
ンサス調査、捕獲調査を含めて多くの幼鳥が確認されている。 
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図2-2 2021～2024年の個体群密度の推移（4～5月） 
 

 

図2-3 2021～2024年の個体群密度の推移（6～7月） 
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3. 標識調査 
（１）調査方法 
調査期間：2024年6月28～7月3日 
調査場所：向島1日間、姉島1日間、妹島1日間、姪島1日間、平島2日間 
捕獲方法：かすみ網による捕獲 
 
（２）標識個体数の推移 
2024年の４島の標識数は合計11羽で、2023年の67羽と比較して大きく減少した(図3-
2)。特に向島、妹島で標識数が非常に少なく、カメラセンサス調査、センサス調査の結果
と同様に個体数が減少傾向にあることが示された（図3-1）。一方で、捕獲個体の幼鳥の
割合は比較的高く、センサス調査においても全ての島で幼鳥が確認されていることから、
向島、妹島を除く島では、一定数の繁殖があったと考えられる。 
平島の標識数は合計17羽で、成鳥、幼鳥ともに全島で最も標識数が多く、特に幼鳥が多
く捕獲されたことから春繁殖が良好であったと考えられる（図3-1、図3-3）。平島は、カ
メラセンサス調査、センサス調査においても同様の傾向が見られている。 
４島について、調査開始からの成鳥の標識数の推移を見ると、2017年以降は成鳥の標識
数が徐々に回復し2023年には顕著な増加が見られたが、2024年には回復前の状況に戻った
と言える。これは冬の干ばつにより死亡率が高かったためと考えられ、2024年の春の繁殖
に参加する個体数が極めて少なかったものと考えられる（図3-2）。昨年は幼鳥の個体数
が非常に多かったが、個体数の回復に貢献する繁殖個体数の増加にはつながらなかった可
能性が高い（図3-2）。 
また、捕獲数/日の経年変化を見ると、4島、平島ともに2023年以降はそれ以前より高い
傾向を示している。この標識数/日の増加については、2023年から設置された大型人工水
場によりオガサワラカワラヒワが捕獲地点に誘引されていることも要因の一つとなってい
ることに留意する必要がある(図3-4)。さらに、2024年は平島に人工餌場を設置したこと
も標識数/日の増加に影響している可能性が考えられる（図3-5）。 

 
図3-1 島別捕獲数・成鳥幼鳥の割合 
＊2024年6～7月のデータを使用。再捕獲を含まず。平島は２日間、他の島は１日間実施。 
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図3-2 ４島の標識個体数と成鳥・幼鳥の割合 
＊齢不明は含まず、再捕獲含む。 

   ＊6月～8月のデータを使用。2020年は9月のデータを使用。 
 

 

図3-3 平島の標識個体数と成鳥・幼鳥の割合 
＊齢不明は含まず、再捕獲含む。 

   ＊6月～8月のデータを使用。 
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図3-4 ４島の標識数／日 
   ＊再捕獲は標識数に含まない。 
   ＊6月～8月のデータを使用。2020年は9月のデータを使用。 
 

 
図3-5 平島の標識数／日 
   ＊再捕獲は標識数に含まない。 
   ＊6月～8月のデータを使用。 
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（３）足環標識個体の観察状況 
 捕獲調査、センサス調査、人工給餌試験中に観察された足環標識個体の確認状況を表3-
1に示した。 
2023年は、67個体に足環標識を装着したが、2024年（7月11日現在）の足環標識個体の
観察は6個体となった。センサス調査での観察個体数、足環標識個体の観察も減少してい
ることから、2023年に標識を装着した成鳥、幼鳥ともに生存率が低かった可能性が考えら
れる。 
また、昨年度に引き続き、他の島で標識装着された個体が平島で観察された。なお、
2024年6月30日に姉島で足環標識を装着した幼鳥が、2024年7月11日に平島の人工水場と
人工餌場にて確認されている。 
 
表3-1 観察された標識個体 

観察日 観察時の
調査 

観察場所 捕獲年月 捕獲場所 捕獲時
齢 

足環色 

2024年6月16日 センサス 平島 2023年7月 姉島 U RM-YPp 

2024年6月22日 センサス 平島 2023年7月 姉島 J RM-BlY 

2024年7月1日 センサス 平島 2023年7月 姉島 A RM-YBl 

2024年7月1日 捕獲 平島 2023年7月 向島 J WM-YY 

2024年7月3日 捕獲 平島 2023年7月 向島 J WM-BlB 

2024年7月11日 餌試験 平島 2023年7月 姉島 J RM-PpK 

A：成鳥 J：幼鳥 U：不明 
＊2024 年 5月～7月のデータを使用。 
＊なお、複数回観察がされている個体については、2024 年の初回の観察日のみ記載した。 
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6. まとめ 

（１）4島の生息状況 
2023～2024年の生息状況： 
・2023年と比較して、2024年は全島で個体群密度が減少しており、特に、向島、妹島の減
少が著しい。 
・2023年に足環を装着した標識個体の観察が少なく、成鳥、幼鳥ともに生存率が低かった
可能性がある。 
・全ての島で幼鳥が確認されており、姉島、姪島では一定数の春繁殖があった。 
気象害の影響： 
・2017年の干ばつ、2019年10月の大型の台風第21号直撃以降、徐々に個体数が回復して
いたが、2024年の冬からの干ばつにより状況が悪化した。 
・2017年の干ばつ以降、成鳥の増加には5～6年程度かかっており、今後再び有効集団サイ
ズが回復するには相応の時間がかかると考えられる。 
・干ばつの影響を緩和し、個体数の減少を回避するためには、保護増殖事業実施計画の餌
資源の確保（人工給餌）、水場の確保（人工水場の維持管理、増設）を速やかに実施す
る必要がある。 
・同様の気象害が連続して生じた場合には、これらの島の繁殖集団が消滅する可能性も否
定できないため、域外保全を含めた保全策を加速させる必要がある。 
 
（２）平島の生息状況 
・2022年以降、増加傾向にあり、他の島の経年変化と傾向が異なる。 
・昨年に引き続き、他の島から成鳥、幼鳥ともに平島に多くの個体が飛来してきているこ
とが確認された。 
・2022年12月から実施されているネズミ対策（小笠原村）、2021年から島内各所に設置
された人工水場（小笠原村、林野庁、Islands care）、2024年から実施されている人工
餌場の設置（Islands care）等の対策により、オガサワラカワラヒワの生息環境が改善
され、個体数の増加につながった可能性がある。 
 
（３）保全対策 
・向島では、ネズミの低密度管理が実施されていたが、2023年の秋頃にはリバウンドが見
られた。2024年の向島は、他の島と比較してオガサワラカワラヒワの個体数が著しく減
少しており、2024年冬からの干ばつと合わせて、ネズミのリバウンドもその要因の一つ
となっている可能性が考えられる。そのため、オガサワラカワラヒワの個体数が増加し
ている平島のように、根絶を目指したネズミ対策を実施する必要がある。 
・ネズミの根絶、人工水場、人工餌場がセットで施されることで繁殖集団が維持できる可
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能性があるため、他の島にも早急に同様の保全策を展開する必要がある。 
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＊関東森林管理局「令和6年度小笠原諸島希少鳥類保護管理対策調査」以外で、アイラン
ズケアが実施した調査は、クラウドファンディング等の支援を受けて実施したものであ
る。 


